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【研究プロジェクト名および概要】 
 
 

Ⅰ. FLCN-TFE3 経路による発がん機構と治療開発基盤に関する研究 

Ⅱ. FLCN-TFE3 経路による組織幹細胞・前駆細胞の分化増殖機構に関する研究 

 

我々は腎臓がんの原因となるがん抑制遺伝子(FLCN)の研究を一貫して進めて来ました(PNAS 2006: 
cited510, JNCI 2008: cited 269, PNAS 2009: cited 236, Gene 2008: cited 199, Blood 2012, JNCI 2012, 
PNAS 2015) 。これらの研究成果を礎に、本研究室では Flcn が転写因子 Tfe3 を介して造血幹細胞の自

己複製と分化を制御し(Stem Cells 2016)、細胞の代謝・増殖・分化等を制御する事を解明しました(J 
Bone Min Res 2018, Cell Reports 2020, Nat Commun 2020)。また、TFE3 が転座により TFE3 融合遺

伝子を形成している腎臓がんにおいては、融合 TFE3 が恒常活性型の転写因子として働き腎臓がんを引

き起こすことを、マウスモデルの作製・解析を通して明らかにしました(Mol Cancer Res 2019)。近年で

は FLCN-TFE3 経路を標的とした創薬研究も展開しています(Cancer Science 2022)。研究室では I､II の
テーマに関して各々が独立したプロジェクトを受け持って研究をしています。遺伝子改変マウスや培養

細胞、iPS 細胞由来オルガノイド等を多角的に解析し、各分野のエキスパートと共同研究をしつつ精力

的に研究を展開しています。興味のある方はお気軽に馬場までご連絡ください。 
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【特殊技術・特殊装置】  
 

1. 遺伝子改変マウスの解析（注射、採血、解剖、組織学的解析、生化学的解析） 

2. フローサイトメトリー(FACS CantoII)、セルソーター (FACS AriaII) 

3. 培養細胞（がん細胞、ヒト iPS 細胞）への遺伝子導入、ゲノム編集 

4.  共焦点顕微鏡による組織、細胞の解析 

5. 分子生物学的解析一般（細胞培養、リアルタイム PCR,ウエスタンブロット、ベクター構築 etc） 

6. RNA シーケンシング、クロマチン免疫沈降シーケンシング 

7. バイオインフォマティクス解析  

8. ヒト iPS 細胞の分化誘導 
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